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自 然 科 学 班 報 告 (2)
ク 能 は 流 域 の 水 文 プ ロ セ ス と 密 接 な 関 係 、 に あ る こ と が 示 さ れ た 。 溶 存 有 機 炭 素 に つ い て は 、
平 水 時 、 出 水 時 と も に 河 畔 域 は 正 味 ソ ー ス と し て 機 能 し て お り 、 地 下 水 が 豊 富 で あ る 河 畔
域 が 河 川 水 中 の 溶 存 有 機 炭 素 の 供 給 源 と し て 重 要 で あ る こ と を 示 唆 し て い た 。 四 次 河 川
流 域 下 流 の 何 畔 部 に は ア カ エ ゾ マ ツ を 主 体 と し た 湿 地 林 が 広 が っ て お り 、 河 川 水 中 の 硝 酸
イ オ ン は 湿 地 林 を 通 過 す る こ と に よ っ て 濃 度 が 低 下 す る 傾 向 に あ っ た 。 一 方 で 河 川 水 中 の
溶 存 有 機 炭 素 濃 度 は 、 湿 地 林 通 過 に 伴 い 上 昇 す る 傾 向 に あ っ た 。 二 次 河 川 で の 解 析 と 同
様 に 、 上 流 と 支 流 な ら び に 下 流 域 で の 物 質 フ ロ ー を 解 析 し た と こ ろ 、 平 水 時 に お い て は 河
畔 の 湿 地 林 が 硝 酸 イ オ ン の シ ン ク と し て 、 溶 存 有 機 炭 素 の ソ ー ス と し て 機 能 し て い た 。 湿
地 林 内 で 観 測 さ れ た 地 下 水 の 硝 酸 イ オ ン 濃 度 は 斜 面 の 不 飽 和 土 壌 で 観 測 さ れ た 濃 度 よ り 低
く 、 溶 存 有 機 炭 素 濃 度 は 逆 に 高 い 傾 向 を 示 し た 。 湿 地 林 か ら の 溶 存 有 機 炭 素 の 正 味 放 出
に 伴 い 、 溶 存 全 鉄 や 溶 存 全 ア ル ミ ニ ウ ム も 正 味 放 出 さ れ て お り 、 こ れ ら の 微 量 金 属 元 素 の
動 態 に 対 し て 溶 存 有 機 炭 素 が 強 く 影 響 し て い る こ と を 示 し て い た 。 流 量 の 増 加 に 伴 い 、
湿 地 林 の 役 割 は 硝 酸 イ オ ン の シ ン ク か ら ソ ー ス へ と 変 化 し 、 溶 存 有 機 炭 素 や 溶 存 微 量 金 属
の 湿 地 林 か ら の 放 出 も 増 加 し て い た 。 こ の こ と は 四 次 河 川 に お い て も 流 域 の 水 文 プ ロ セ ス
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図 1 . 流 下 過 程 で の N 0 3 "お よ び D O C フ ラ ッ ク ス 変 化 の 比 較 ( 二 次 : 二 次 河 川 流 域 ，
四 次 河 川 流 域 )
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